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(57)【要約】
【課題】毛髪をスタイリングおよび成形するための優れた組成物を提供すること。
【解決手段】本出願は、化粧品として許容される媒体中に、
　(i)1つまたは複数の分枝状スルホポリエステル、および
　(ii)1つまたは複数の非イオン性オキシアルキレン化またはグリセロール化界面活性剤
を含む化粧用組成物に関する。
　本出願は、特に、毛髪のスタイリングおよび成形のための、本組成物の使用にも関する
。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧品として許容される媒体中に、
(i)1つまたは複数の分枝状スルホポリエステル、および
(ii)1つまたは複数の非イオン性オキシアルキレン化またはグリセロール化界面活性剤
を含み、
前記オキシアルキレン化またはグリセロール化界面活性剤は、少なくとも6個の炭素原子
および構造:
-CH2-(C(H)t(CH2R1)n)q-CH2p-O-
[式中、nまたはpまたはqは、互いに独立に0または1を表し、
tは1または2を表し、
R1は水素原子またはヒドロキシ基を表す]
の少なくとも1つの基を含む1つまたは複数の炭化水素ベースの鎖を含む化合物であり、
組成物の全重量に対して0.1から3重量%の1つまたは複数の非イオン性オキシアルキレン化
またはグリセロール化界面活性剤を含むことを特徴とする化粧品組成物。
【請求項２】
　分枝状スルホポリエステルが、
(a)スルホン酸官能基を有さない少なくとも1つのジカルボン酸、
(b)少なくとも1つのジオール、またはジオールとジアミンとの混合物、
(c)ヒドロキシル、アミノ、およびカルボキシル基から選択される2つの同一のまたは異な
る反応性官能基を含み、少なくとも1つのスルホン酸官能基をさらに有する少なくとも1つ
のモノマー、
(d)ヒドロキシル基、アミノ基、およびカルボキシル基から選択される少なくとも3個の同
一のまたは異なる反応性官能基を含む少なくとも1つのモノマー
の重縮合によって得られる、請求項1に記載の化粧品組成物。
【請求項３】
　分枝状スルホポリエステルが、ヒドロキシカルボン酸およびアミノカルボン酸、または
これらの混合物から選択される2つの異なる反応性官能基を含むモノマーから誘導される
単位(e)を含む、請求項2に記載の化粧品組成物。
【請求項４】
　使用される化合物が、
(a)スルホン酸官能基を有さない少なくとも1つのジカルボン酸、
(b)少なくとも1つのジオール、またはジオールとジアミンとの混合物、
(c)ヒドロキシル、アミノ、およびカルボキシル基から選択される2つの同一のまたは異な
る反応性官能基を含み、少なくとも1つのスルホン酸官能基をさらに有する少なくとも1つ
のモノマー、
(d)ヒドロキシル基、アミノ基、およびカルボキシル基から選択される、少なくとも3個の
同一のまたは異なる反応性官能基を含む少なくとも1つのモノマー
の重縮合によって得られる分枝状スルホポリエステルから選択される、請求項1から3のい
ずれか一項に記載の化粧品組成物。
【請求項５】
　組成物の全重量に対して0.2から15重量%、好ましくは0.5から10重量%の、1つまたは複
数の分枝状スルホポリエステルを含む、請求項1から４のいずれか一項に記載の化粧品組
成物。
【請求項６】
　非イオン性オキシアルキレン化またはグリセロール化界面活性剤が、
・オキシアルキレン化またはグリセロール化脂肪アルコール、
・アルキル鎖がC8～C18アルキル鎖である、オキシアルキレン化アルキルフェノール、
・オキシアルキレン化またはグリセロール化脂肪アミド、
・オキシアルキレン化植物油、
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・C6～C30酸のオキシアルキレン化ソルビタンエステル、
・脂肪酸のオキシアルキレン化ショ糖エステル、
・脂肪酸のポリエチレングリコールエステル、
・エチレンオキシドとプロピレンオキシドとのコポリマー、
・これらの混合物
から選択されることを特徴とする、請求項1から５のいずれか一項に記載の化粧品組成物
。
【請求項７】
　オキシアルキレン単位の平均数が有利には2と150単位の間であり、好ましくはこれらが
オキシエチレン単位、またはオキシプロピレン単位、またはこれらの混合物であることを
特徴とする、請求項1から６のいずれか一項に記載の化粧品組成物。
【請求項８】
　陰イオン性、非イオン性、両性、または陽イオン性固定化ポリマーの中から選択される
1つまたは複数のさらなる固定化ポリマーを含む、請求項1から７のいずれか一項に記載の
化粧品組成物。
【請求項９】
　増粘剤、浸透剤、香料、染料、可塑剤、バッファー、セラミド、シュードセラミド、パ
ンテノールなどのビタミンまたはプロビタミン、乳白剤、還元剤、乳化剤、保存剤、鉱物
充填剤、真珠光沢剤、フレーク、日焼け止め、タンパク質、保湿剤、皮膚軟化剤、粘滑剤
、消泡剤、制汗剤、フリーラジカル捕獲剤、殺菌剤、金属イオン封鎖剤、ふけ防止剤、抗
酸化剤、塩基性化剤、酸性化剤、本発明のもの以外の界面活性剤、およびシリコーンから
選択される1つまたは複数のアジュバントを含む、請求項1から８のいずれか一項に記載の
化粧品組成物。
【請求項１０】
　スタイリングのための、特に、ケラチン物質、好ましくはヒトのケラチン物質、特に毛
髪をスタイリングまたは成形するための、請求項1から９のいずれか一項に記載の化粧品
組成物の使用。
【請求項１１】
　毛髪に、請求項1から9のいずれか一項に記載の組成物を適用すること、毛髪を任意です
すぐこと、次いで毛髪を成形し、乾燥することを含む、スタイリング方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、1つまたは複数の分枝状スルホポリエステルおよび1つまたは複数の非イオン
性オキシアルキレン化またはグリセロール化界面活性剤を含む新規な化粧用組成物に関し
、特にスタイリングにおけるこれらの組成物の使用にも関する。
【０００２】
　本発明は、これらの組成物を用いてケラチン物質をスタイリングする方法にも関する。
【背景技術】
【０００３】
　ヘアスタイリングおよび固定用の組成物における分枝状スルホポリエステルの使用は知
られており、例えば、欧州特許出願公開第0966946号、国際公開第98/38969号、および国
際公開第99/63955号に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】欧州特許出願公開第0966946号
【特許文献２】国際公開第98/38969号
【特許文献３】国際公開第99/63955号
【特許文献４】国際公開第95/18191号
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【特許文献５】国際公開第97/08261号
【特許文献６】国際公開第97/20899号
【特許文献７】仏国特許出願公開第8516334号
【特許文献８】米国特許第4957732号
【特許文献９】欧州特許第186507号
【特許文献１０】欧州特許出願公開第342834号
【特許文献１１】特開平2-295921号
【特許文献１２】仏国特許第1222944号
【特許文献１３】独国特許出願公開第2330956号
【特許文献１４】ルクセンブルク特許出願公開第75370号
【特許文献１５】ルクセンブルク特許出願公開第75371号
【特許文献１６】仏国特許第1222944号
【特許文献１７】仏国特許第1580545号
【特許文献１８】仏国特許第2265782号
【特許文献１９】仏国特許第2265781号
【特許文献２０】仏国特許第1564110号
【特許文献２１】仏国特許第2439798号
【特許文献２２】米国特許第2047398号
【特許文献２３】米国特許第2723248号
【特許文献２４】米国特許第2102113号
【特許文献２５】英国特許第839805号
【特許文献２６】仏国特許第2350384号
【特許文献２７】仏国特許第2357241号
【特許文献２８】仏国特許第2198719号
【特許文献２９】米国特許第4128631号
【特許文献３０】欧州特許出願公開第080976号
【特許文献３１】仏国特許第2077143号
【特許文献３２】仏国特許第2393573号
【特許文献３３】米国特許第3589578号
【特許文献３４】米国特許第4031307号
【特許文献３５】米国特許第4131576号
【特許文献３６】米国特許第3836537号
【特許文献３７】仏国特許第1400366号
【特許文献３８】欧州特許出願公開第0412704号
【特許文献３９】欧州特許出願公開第0412707号
【特許文献４０】欧州特許出願公開第0640105号
【特許文献４１】国際公開第95/00578号
【特許文献４２】欧州特許出願公開第0582152号
【特許文献４３】国際公開第93/23009号
【特許文献４４】米国特許第4693935号
【特許文献４５】米国特許第4728571号
【特許文献４６】米国特許第4972037号
【特許文献４７】欧州特許出願公開第0751162号
【特許文献４８】欧州特許出願公開第0637600号
【特許文献４９】欧州特許出願公開第0648485号
【特許文献５０】仏国特許出願公開第2743297号
【特許文献５１】欧州特許出願公開第0656021号
【特許文献５２】国際公開第94/03510号
【特許文献５３】欧州特許出願公開第0619111号
【非特許文献】
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【０００５】
【非特許文献１】Walter Noll、「Chemistry and Technology of Silicones」(1968年)、
Academic Press
【非特許文献２】Cosmetics and Toiletries、91巻、76年1月、27～32頁、Todd & Byers
、「Volatile Silicone Fluids for Cosmetics」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　それにもかかわらず、分枝状スルホポリエステルの使用は、
　大量のアルコールを含むヘアラッカーにおけるこれらのポリエステルの使用により、一
般的に、良好なスタイリング特性がもたらされるが、そのために十分なラッカリング(lac
quring)力を得ることができるようになるわけではなく、
　アルコール含量が高いラッカーの形態のこれらのポリエステルを適用すると、ブラッシ
ング後、毛髪に乾燥感を与え、この望ましくない現象は乾燥した毛髪に対して特に顕著で
あり、
　これらのポリエステルは一般的に半固体の形態であり、この特性によりこれらの使用が
困難になることが多く、特に、処置すべき毛髪全体にわたってこれらポリエステルを確実
に均一に分配するのが困難になることが多い
という欠点がないわけではない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　意外なことに、および有利には、本出願人は、1つまたは複数の分枝状スルホポリエス
テルを、1つまたは複数の非イオン系オキシアルキレン化またはグリセロール化界面活性
剤と一緒に使用すると、前記の欠点を克服することが可能になることを実証している。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　したがって、本発明の一主題は、1つまたは複数の分枝状スルホポリエステル、および1
つまたは複数の非イオン系オキシアルキレン化またはグリセロール化界面活性剤を含む化
粧用組成物であり、
　オキシアルキレン化またはグリセロール化界面活性剤は、少なくとも6個の炭素原子お
よび構造:
-CH2-(C(H)t(CH2R1)n)q-CH2p-O-
[式中、nまたはpまたはqは、互いに独立に0または1を表し、
tは1または2を表し、
R1は水素原子またはヒドロキシ基を表す]
の少なくとも1つの基を含む1つまたは複数の炭化水素ベースの鎖を含む化合物であり、
　組成物は、組成物の全重量に対して0.1から3重量%の1つまたは複数の非イオン性オキシ
アルキレン化もしくはグリセロール化界面活性剤を含む。
【０００９】
　得られた組成物は、ゲル、ムース、スプレー、クリーム、またはペーストの形態である
。
【００１０】
　本発明による組成物は、調製および適用が容易である。これらは適用部位に十分に局在
してとどまり、流れることがない。本発明による組成物は、徐々に粘度が低下することな
しに適用することができる。
【００１１】
　さらに、本発明による組成物は、ヘアスタイルを、自然で長時間持続する形態で保持さ
せるのを可能にする。
【００１２】
　本発明の別の一主題は、本発明による組成物を用いる、ケラチン物質、好ましくはヒト
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のケラチン物質、特に毛髪をスタイリングするための方法である。
【００１３】
　本発明の別の一主題は、特に、ケラチン物質、好ましくはヒトのケラチン物質、特に毛
髪をスタイリングおよび成形するための、本発明による組成物の使用である。
【００１４】
　本発明の他の特徴、態様、主題、および利点は、以下の記載および実施例を読めば、さ
らにより明確になる。
【００１５】
　本出願の意味の範囲内における「(メタ)アクリルの」の語は、「アクリルの、またはメ
タクリルの」を意味すると理解される。
【００１６】
　本発明の組成物において用いられている分枝状スルホポリエステルは、先行技術におい
て知られている。これらの構造および合成は、国際公開第95/18191号、国際公開第97/082
61号、および国際公開第97/20899号の文書において記載されている。
【００１７】
　好ましいのは、特に、
(a)スルホン酸官能基を有さない少なくとも1つのジカルボン酸と、
(b)少なくとも1つのジオール、またはジオール、およびジアミンの混合物と、
(c)ヒドロキシル基、アミノ基、およびカルボキシル基から選択される2つの同一の、また
は異なる反応性官能基を含み、少なくとも1つのスルホン酸官能基をさらに有する少なく
とも1つのモノマーと、
(d)ヒドロキシル基、アミノ基、およびカルボキシル基から選択される少なくとも3個の同
一の、または異なる反応性官能基を含む少なくとも1つのモノマーと
の重縮合によって得られる分枝状スルホポリエステルである。
【００１８】
　単位(a)を形成するジカルボン酸は、脂肪族ジカルボン酸、脂環式ジカルボン酸、芳香
族ジカルボン酸、およびこのような酸の混合物であってよい。
【００１９】
　例として、1,4-シクロヘキサンジオイック(cyclohexanedioic)酸、コハク酸、グルタル
酸、アジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、フマル酸、マレイン酸、1,3-シクロヘキサ
ンジオイック酸、フタル酸、テレフタル酸、およびイソフタル酸、ならびにこのような酸
の混合物を言及することができる。
【００２０】
　単位(b)を形成するジオールは、例えば、アルカンジオールおよびポリアルキレンジオ
ールから選択され、例として、エチレングリコール、プロピレングリコール、ジエチレン
グリコール、トリエチレングリコール、およびポリプロピレングリコールを言及すること
ができる。
【００２１】
　単位(b)の一部分を形成することができるジアミンは、アルカンジアミンおよびポリオ
キシアルキレンジアミンから選択されることが好ましい。
【００２２】
　単位(c)の「スルホン酸官能基」の表現は、スルホン酸官能基(-SO3H)、およびスルホン
酸官能基をアルカリ金属水酸化物などの塩基で中和することによって得られる、対応する
塩化されている官能基の両方を包含する。
【００２３】
　スルホン酸官能基は、好ましくは、有機塩基または無機塩基によって中和されている形
態である。
【００２４】
　単位(c)は、例えば、酸および/または中和されている形態の、好ましくは中和された形
態の、全て少なくとも1つのスルホン酸基を有する、ジカルボン酸、ジカルボン酸エステ
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ル、グリコール、およびヒドロキシ酸から誘導される。
【００２５】
　少なくとも1つのスルホン酸官能基を有する単位(c)は、モノマーの全量の2から15モル%
を表すことが好ましい。
【００２６】
　多官能性モノマーから誘導される単位(d)は、モノマー全量に対して0.1と40モル%の間
の量で存在することが好ましい。
【００２７】
　単位(d)を形成する多官能性モノマーは、例えば、トリメチロールエタン、トリメチロ
ールプロパン、グリセロール、ペンタエリスリトール、ソルビトール、無水トリメリット
酸、エリスリトール、トレイトール、ジペンタエリスリトール、ピロメリット酸二無水物
、およびジメチルプロピオン酸から選択される。
【００２８】
　分枝状スルホポリエステルは、上記に記載した単位(a)から(d)の4タイプの単位の他に
、例えば、ヒドロキシカルボン酸、およびアミノカルボン酸、またはこれらの混合物から
選択される2つの異なる反応性官能基を含むモノマーから誘導される単位(e)を含むことが
できる。
【００２９】
　これらの単位(e)は、(a)、(b)、(c)、(d)、および(e)のモノマーの合計量の最高40モル
%を表すことができる。
【００３０】
　もちろん、本発明において用いられる分枝状スルホポリマーは、カルボン酸官能基の当
量の数が、存在することができるヒドロキシル官能基およびアミノ官能基の当量の数に実
質的に等しい、モノマーの混合物から得られることが好ましい。
【００３１】
　本発明のスタイリング組成物において用いられる分枝状スルホポリマーは知られており
、例えば、Eastmanが販売している。好ましい市販製品として、EastmanがAQ1350(登録商
標)の名称で販売している製品を言及することができる。
【００３２】
　本発明による組成物は、有利には、組成物の全重量に対して、0.2から15重量%、好まし
くは0.5から10重量%の1つまたは複数の分枝状スルホポリエステルを含む。
【００３３】
　本発明による組成物は、1つまたは複数の非イオン性オキシアルキレン化またはグリセ
ロール化界面活性剤も含む。
【００３４】
　「オキシアルキレン化またはグリセロール化界面活性剤」の表現は、本発明の意味の範
囲内において、少なくとも6個の炭素原子および構造:
-CH2-(C(H)t(CH2R1)n)q-CH2p-O-
[式中、nまたはpまたはqは、互いに独立に0または1を表し、
tは1または2を表し、
R1は水素原子またはヒドロキシ基を表す]
の少なくとも1つの基を含む1つまたは複数の炭化水素ベースの鎖を含む化合物を意味する
と理解される。
【００３５】
　これらの基は、オキシエチレン化(q=0、p=1)、オキシプロピレン化(q=1、n=0、t=2、p=
1、もしくはq=1、t=1、n=1、R1=H)、またはグリセロール化(q=1、n=0、t=2、p=1、もしく
はq=1、t=1、n=1、R1=OH)と言及することができる。
【００３６】
　より詳しくは、非イオン性オキシエチレン化またはグリセロール化界面活性剤は、
-オキシアルキレン化またはグリセロール化脂肪アルコール、
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-そのアルキル鎖がC8～C18アルキル鎖である、オキシアルキレン化アルキルフェノール、
-オキシアルキレン化またはグリセロール化脂肪アミド、
-オキシアルキレン化植物油、
-C6～C30酸のオキシアルキレン化ソルビタンエステル、
-脂肪酸のオキシアルキレン化ショ糖エステル、
-脂肪酸のポリエチレングリコールエステル、
-エチレンオキシドおよびプロピレンオキシドのコポリマー、
-これらの混合物
から選択される。
【００３７】
　より詳しくは、オキシアルキレン単位の平均数が2と150単位の間であるのが有利である
。これらがオキシエチレンもしくはオキシプロピレン単位、またはこれらの混合物である
ことが好ましい。
【００３８】
　グリセロール化界面活性剤に関して、これらが、平均で1から20個の、特に1.5から5個
のグリセロール基を含むことが好ましい。
【００３９】
　本発明の特に有利な一実施形態に関して、組成物は、オキシアルキレン化またはグリセ
ロール化C6～C30アルコールから選択される、少なくとも1つの非イオン性界面活性剤を含
む。
【００４０】
　化粧品として許容される媒体が水性であることが好ましい。
【００４１】
　本発明による化粧用組成物は、組成物の全重量に対して、好ましくは0.05と40重量%の
間の、非常に好ましくは1と20重量%の間の量の1つまたは複数の有機溶媒も含むことがで
きる。
【００４２】
　この有機溶媒は、C2からC4の低級アルコール、特にエタノール、多価アルコール、およ
び多価アルコールのエーテル、例えば、プロピレングリコール、ポリエチレングリコール
、またはグリセロールであってよい。
【００４３】
　本発明による組成物は、他の化粧品として許容される補助剤、例えば、本発明の界面活
性剤以外のイオン性または非イオン性界面活性剤、さらなる増粘剤、エトキシ化または非
エトキシ化脂肪アルコール、共増粘剤、浸透剤、香料、色素、可塑剤、バッファー、およ
び様々な慣例的な補助剤、例えば、ロウ、揮発性または不揮発性シリコーン(環状もしく
は直鎖もしくは分枝の、および有機修飾されている、特にアルコキシ化されている、もし
くはアミン基によって修飾されている、もしくは非修飾の、例えばシリコーンゴムである
)、セラミド、シュードセラミド、植物性、鉱物性、または合成の油、パンテノールなど
のビタミンまたはプロビタミン、乳白剤、還元剤、乳化剤、保存剤、鉱物充填剤、真珠光
沢剤、フレーク、日焼け止め、タンパク質、陰イオン性、非イオン性、陽イオン性、また
は両性の固定化ポリマー、保湿剤、皮膚軟化剤、粘滑剤、消泡剤、制汗剤、フリーラジカ
ル捕獲剤、殺菌剤、金属イオン封鎖剤、ふけ防止剤、抗酸化剤、塩基性化剤、酸性化剤、
ならびに毛髪に適用することが意図される化粧用組成物において従来用いられるあらゆる
他の添加剤も含むことができる。
【００４４】
　本発明の組成物に適するさらなるゲル化剤および/または増粘剤は、当技術分野におい
てよく知られており、ポリ(オキシアルキレン)グリコール、ポリ(オキシアルキレン)グリ
コールエステル、アルギン酸塩、バイオサッカライド、デンプン誘導体、天然ゴム、例え
ば、キサンタンゴム、グアーゴム、イナゴマメゴム、スクレログルカン、キチンの、およ
びキトサンの誘導体、カラギーナン、粘土、ならびにこれらの混合物から選択することが
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できる。
【００４５】
　ゲル化剤、特に水相中のゲル化剤の例として、SEPPIC社が販売しているSepigel(登録商
標)305、Solabia社が販売しているFucogel(登録商標)1000PP、3VSA社が販売しているSynt
halen(登録商標)K、BASFが販売しているLuviskol(登録商標)VA64P、Clariantが販売して
いるHostacerin(登録商標)AMPS、Guardianが販売しているLubragel(登録商標)MS、Deguss
aが販売しているSatiagel(登録商標)KSO、およびKelco社が販売しているKeltrol(登録商
標)を言及することができる。
【００４６】
　一般的にさらなるゲル化剤は、組成物の0.05から15重量%、好ましくは0.5から10重量%
を表す。
【００４７】
　本発明の化粧用組成物において添加剤として用いることができるシリコーンは、揮発性
または不揮発性の、環状、直鎖、または分枝のシリコーンであり、場合により有機基で修
飾されており、25℃で5×10-6から2.5m2/s、好ましくは1×10-5から1m2/sの粘度を有する
。
【００４８】
　本発明に従って用いることができるシリコーンは、組成物中で可溶性でも、または不溶
性でもよく、特に、本発明の組成物中で不溶性であるポリオルガノシロキサンであってよ
い。これらは油、ロウ、樹脂、またはゴムの形態であってよい。
【００４９】
　オルガノポリシロキサンは、Walter Noll、「Chemistry and Technology of Silicones
」(1968年)、Academic Pressにおいてより詳しく定義されている。これらは揮発性または
不揮発性であることができる。
【００５０】
　これらが揮発性である場合、シリコーンは、より詳しくは、60℃と260℃の間の沸点を
有するものから選択され、さらにより詳しくは以下から選択される:
(i)ケイ素原子を3個から7個、好ましくは4個から5個含む環状シリコーン。これらは、例
えば、特に、Union CarbideがVolatile Silicone(登録商標)7207の名称で、またはRhodia
がSilbione(登録商標)70045V2の名称で販売しているオクタメチルシクロテトラシロキサ
ン、Union CarbideがVolatile Silicone(登録商標)7158の名称で、およびRhodiaがSilbio
ne(登録商標)70045V5の名称で販売しているデカメチルシクロペンタシロキサン、ならび
にこれらの混合物である。
　ジメチルシロキサン/メチルアルキルシロキサンタイプの環状コポリマー、例えば、式:
【００５１】
【化１】

【００５２】
の、Union Carbide社が販売しているSilicone Volatile(登録商標)FZ 3109も言及するこ
とができる。
　環状シリコーンの、シリコーンから誘導される有機化合物との混合物、例えば、オクタ
メチルシクロテトラシロキサンとテトラトリメチルシリルペンタエリスリトールとの混合
物(50/50)、およびオクタメチルシクロテトラシロキサンとオキシ-1,1'-bis(2,2,2',2',3
,3'-ヘキサトリメチルシリルオキシ)ネオペンタンとの混合物も言及することができる;
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(ii)ケイ素原子2個から9個を含み、25℃で5×10-6m2/s以下の粘度を有する直鎖揮発性シ
リコーン。一例は、特に、Toray Silicone社がSH200の名称で販売しているデカメチルテ
トラシロキサンである。このカテゴリーに属するシリコーンは、Cosmetics and Toiletri
es、91巻、76年1月、27～32頁、Todd & Byers、「Volatile Silicone Fluids for Cosmet
ics」において発表されている論文にも記載されている。
【００５３】
　不揮発性シリコーン、より詳しくはポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロキサン
、ポリアルキルアリールシロキサン、シリコーンゴムおよび樹脂、有機官能基で修飾され
ているポリオルガノシロキサン、ならびにこれらの混合物を用いることが好ましい。
【００５４】
　これらのシリコーンは、より詳しくは、ポリアルキルシロキサンから選択され、その中
では、主に、トリメチルシリル末端基を含むポリジメチルシロキサンを言及することがで
きる。シリコーンの粘度は、ASTM445基準補遺Cに従って25℃で測定される。
【００５５】
　これらのポリアルキルシロキサンの中で、非限定的に、以下の市販製品を言及すること
ができる:
-Rhodiaが販売しているSilbione(登録商標)油の47および70 047シリーズ、またはMirasil
(登録商標)油、例えば、油70 047 V500 000など、
-Rhodia社が販売しているMirasil(登録商標)シリーズの油、
-Dow Corning社からの200シリーズの油、例えば、粘度60000mm2/sのDC200、
-General ElectricからのViscasil(登録商標)油、およびGeneral ElectricからのSFシリ
ーズ(SF96、SF18)のある種の油。
【００５６】
　ジメチコノール(CTFA)の名称で知られている、ジメチルシラノール末端基を含むポリメ
チルシロキサン、例えば、Rhodia社からの48シリーズの油も言及することができる。
【００５７】
　ポリアルキルシロキサンのこのカテゴリーにおいて、ポリ(C1～C20)アルキルシロキサ
ンである、Goldschmidt社がAbil Wax(登録商標)9800および9801の名称で販売している製
品も言及することができる。
【００５８】
　ポリアルキルシロキサンは、特に、25℃で1×10-5から5×10-2m2/sの粘度の、直鎖およ
び/または分枝の、ポリジメチル/メチルフェニルシロキサン、およびポリジメチル/ジフ
ェニルシロキサンから選択される。
【００５９】
　これらのポリアルキルアリールシロキサンの中で、例として、以下の名称で販売されて
いる製品を言及することができる:
-RhodiaからのSilbione(登録商標)70 641シリーズの油、
-RhodiaからのRhodorsil(登録商標)70 633および763シリーズの油、
-Dow CorningからのDow Corning 556 Cosmetic Grade Fluid油、
-BayerからのPKシリーズのシリコーン、例えばPK20製品、
-BayerからのPNおよびPHシリーズのシリコーン、例えば、PN1000およびPH1000製品、
-General ElectricからのSFシリーズのある種の油、例えば、SF1023、SF1154、SF1250、
およびSF1265。
【００６０】
　本発明に従って用いることができるシリコーンゴムは、特に、単独で、または溶媒中の
混合物として用いられる、200000と1000000の間の高数平均分子量を有するポリオルガノ
シロキサンである。この溶媒は、揮発性シリコーン、ポリジメチルシロキサン(PDMS)油、
ポリフェニルメチルシロキサン(PPMS)油、イソパラフィン、ポリイソブチレン、塩化メチ
レン、ペンタン、ドデカンおよびトリデカン、またはこれらの混合物から選択することが
できる。
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【００６１】
　より詳しくは以下の製品を言及することができる:
-ポリジメチルシロキサンゴム、
-ポリジメチルシロキサン/メチルビニルシロキサンゴム、
-ポリジメチルシロキサン/ジフェニルシロキサンゴム、
-ポリジメチルシロキサン/フェニルメチルシロキサンゴム、
-ポリジメチルシロキサン/ジフェニルシロキサン/メチルビニルシロキサンゴム。
【００６２】
　より詳しくは本発明に従って用いることができる製品は以下の混合物などである:
-鎖の末端がヒドロキシル化されているポリジメチルシロキサン、またはジメチコノール(
CTFA)から、およびシクロメチコーン(CTFA)とも呼ばれている環状ポリジメチルシロキサ
ンから形成される混合物、例えば、Dow Corning社が販売しているQ2 1401製品;
-ポリジメチルシロキサンゴムと環状シリコーンから形成されている混合物、例えば、Gen
eral Electric社からのSF1214 Silicone Fluid製品;この製品は、数平均分子量500000を
有し、デカメチルシクロペンタシロキサンに相当するSF1202 Silicone Fluid油中に溶解
している、ジメチコーンに相当するSF30ゴムである;
-異なる粘度の2つのPDMSの混合物、より詳しくは、PDMSゴムとPDMS油との混合物、例えば
、General Electric社からのSF 1236製品。SF 1236製品は、粘度20m2/sを有する上記で定
義したSE 30ゴムの、粘度5×10-6m2/sを有するSF 96油との混合物である。この製品はSE3
0ゴム15%およびSF96油85%を含むことが好ましい。
【００６３】
　本発明に従って用いることができるオルガノポリシロキサン樹脂は、以下の単位を含む
、架橋されているシロキサン系である:
R2SiO2/2、R3SiO1/2、RSiO3/2、およびSiO4/2
[式中、Rは炭素原子1から16個を含む炭化水素ベースの基、またはフェニル基を表す]。
これらの製品の中で、特に好ましいものは、RがC1～C4低級アルキル基、より詳しくはメ
チル、またはフェニル基を表すものである。
【００６４】
　これらの樹脂の中で、ジメチル/トリメチルシロキサン構造のシリコーンである、Dow C
orning593の名称で販売されている製品、またはGeneral Electric社がSilicone Fluid SS
 4230およびSS 4267の名称で販売しているものを言及することができる。
【００６５】
　特にShin-Etsu社がX22-4914、X21-5034、およびX21-5037の名称で販売しているトリメ
チルシロキシシリケート型樹脂も言及することができる。
【００６６】
　本発明に従って用いることができる有機修飾されているシリコーンは、上記に定義した
通りのシリコーンであり、その構造に、炭化水素ベースの基によって付着している1つま
たは複数の有機官能基を含む。
【００６７】
　有機修飾されているシリコーンの中で、以下を含むポリオルガノシロキサンを言及する
ことができる:
-場合によりC6～C24アルキル基を含むポリエチレンオキシ基および/またはポリプロピレ
ンオキシ基、例えば、Dow Corning社がDC1248の名称で販売しているジメチコーンコポリ
オールとして知られている製品、またはUnion Carbide社からのSilwet(登録商標)L722、L
7500、L77、L711油、およびDow Corning社がQ2 5200の名称で販売している(C12)アルキル
メチコーンコポリオール;
-置換されている、または非置換のアミン基、例えば、Genesee社がGP4 Silicone Fluidお
よびGP7100の名称で販売している製品、またはDow Corning社がQ2 8220およびDow Cornin
g 929もしくは939もしくはDow Corning 2-8299の名称で販売している製品、またはWacker
がBelsil ADM LOG1の名称で販売している製品。置換されているアミン基は、特にC1～C4
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アミノアルキル基である;
-チオール基、例えば、GenesseからGP72AおよびGP71の名称で販売されている製品;
-アルコキシル化されている基、例えば、SWS SiliconesがSilicone Copolymer F-755の名
称で、Goldschmidt社がAbil Wax(登録商標)2428、2434、および2440の名称で販売してい
る製品;
-ヒドロキシル化されている基、例えば、仏国特許出願公開第8516334号に記載されている
、ヒドロキシアルキル官能基を含むポリオルガノシロキサン;
-アルコキシアルキル基、例えば、米国特許第4957732号に記載されているポリオルガノシ
ロキサンなど;
-カルボキシル型の陰イオン基、例えば、Chisso Corporation社からの欧州特許第186507
号に記載されている製品において、またはアルキルカルボキシル型の陰イオン基、例えば
、Shin-Etsu社からのX-22-3701E製品に表されているもの;2-ヒドロキシアルキルスルホネ
ート;2-ヒドロキシアルキルチオ硫酸塩、例えば、Goldschmidt社がAbil(登録商標)S201お
よびAbil(登録商標)S255の名称で販売している製品;
-ヒドロキシアクリルアミノ基、例えば、欧州特許出願公開第342834号に記載されている
ポリオルガノシロキサン。例えば、Dow Corning社からのQ2-8413製品を言及することがで
きる。
【００６８】
　上記に記載したシリコーンは、単独で、または混合物として、0.01重量%と20重量%の間
、好ましくは0.1重量%と5重量%の間の量において用いることができる。
【００６９】
　本発明の組成物は、非シリコーンの脂肪物質、例えば、鉱物性、植物性、動物性、およ
び合成の油、ロウ、脂肪エステル、エトキシ化または非エトキシ化脂肪アルコール、およ
び脂肪酸を含むことができる。
【００７０】
　本発明の組成物において用いることができる油として、言及することができる例には以
下が含まれる:
-動物起源の炭化水素ベースの油、例えば、ペルヒドロスクアレン、
-植物起源の炭化水素ベースの油、例えば、炭素原子4個から10個を含む液体脂肪酸トリグ
リセリド、例えば、ヘプタン酸もしくはオクタン酸のトリグリセリド、または代替的に、
例えば、ヒマワリ油、トウモロコシ油、ダイズ油、マロウ油、グレープシード油、ゴマ種
子油、へーゼルナッツ油、アンズ油、マカダミア油、アララ(arara)油、ヒマシ油、アボ
カド油、カプリル酸/カプリン酸トリグリセリド、例えば、Stearineries Dubois社が販売
しているもの、またはDynamit Nobel社がMiglyol(登録商標)810、812、および818の名称
で販売しているもの、ホホバ油、およびシアバター油、
-鉱物または合成起源の、直鎖または分枝炭化水素、例えば、揮発性もしくは不揮発性液
体パラフィン、およびその誘導体、ワセリン、ポリデセン、水素化ポリイソブテン、例え
ばParleam(登録商標)、イソパラフィン、例えば、イソヘキサデカンおよびイソデカン、
-部分的に炭化水素ベースのおよび/またはシリコーンベースのフッ素油、例えば、特開平
2-295921号の文書に記載されているもの;やはり言及することができるフッ素油には、BNF
L Fluorochemicals社がFlutec(登録商標)PC1およびFlutec(登録商標)PC3の名称で販売し
ているパーフルオロメチルシクロペンタンおよびパーフルオロ-1,3-ジメチルシクロヘキ
サン;パーフルオロ-1,2-ジメチルシクロブタン;パーフルオロアルカン、例えば、3M社がP
F5050(登録商標)およびPF5060(登録商標)の名称で販売しているドデカフルオロペンタン
およびテトラデカフルオロヘキサン、またはAtochem社がForalkyl(登録商標)の名称で販
売しているブロモパーフルオロオクチル;ノナフルオロメトキシブタンおよびノナフルオ
ロエトキシイソブタン;パーフルオロモルホリン誘導体、例えば、3M社がPF5052(登録商標
)の名称で販売している4-トリフルオロメチルパーフルオロモルホリンが挙げられる。
【００７１】
　(1つまたは複数の)ロウは、特に、カルナウバロウ、カンデリラロウ、エスパルト草ロ
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ウ、パラフィンロウ、オゾケライト、植物性ロウ、例えば、オリーブロウ、コメロウ、水
素化ホホバロウ、または花のアブソルートワックス、例えば、Bertin社(仏国)が販売して
いるクロフサスグリ(blackcurrant)の花のエッセンシャルワックス(essential wax)、動
物性ロウ、例えば、ミツロウ、または修飾されているミツロウ(セラベリナ)から選択され
、本発明に従って用いることができる他のロウまたはロウ様の出発材料は、特にSophim社
がリファレンスM82の下に販売している製品などの海洋性ロウ、および一般的にポリエチ
レンロウまたはポリオレフィンロウである。
【００７２】
　飽和または不飽和脂肪酸は、より詳しくは、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン
酸、ベヘン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、およびイソステアリン酸から選択
される。
【００７３】
　脂肪エステルは、特にカルボン酸エステルであり、特に、モノ、ジ、トリ、またはテト
ラカルボン酸エステルである。
【００７４】
　カルボン酸エステルは、特に、飽和または不飽和の、直鎖または分枝のC1～C26脂肪族
の酸のエステルであり、飽和または不飽和の、直鎖または分枝のC1～C26脂肪族アルコー
ルのエステルであり、エステルの全炭素数は10以上である。
【００７５】
　モノエステルの中では、ベヘン酸ジヒドロアビエチル、ベヘン酸オクチルドデシル、ベ
ヘン酸イソセチル、乳酸セチル、C12～C15乳酸アルキル、乳酸イソステアリル、乳酸ラウ
リル、乳酸リノレイル、乳酸オレイル、オクタン酸(イソ)ステアリル、オクタン酸イソセ
チル、オクタン酸オクチル、オクタン酸セチル、オレイン酸デシル、イソステアリン酸イ
ソセチル、ラウリン酸イソセチル、ステアリン酸イソセチル、オクタン酸イソデシル、オ
レイン酸イソデシル、イソノナン酸イソノニル、パルミチン酸イソステアリル、リシノー
ル酸メチルアセチル、ステアリン酸ミリスチル、イソノナン酸オクチル、イソノナン酸2-
エチルヘキシル、パルミチン酸オクチル、ペラルゴン酸オクチル、ステアリン酸オクチル
、エルカ酸オクチルドデシル、エルカ酸オレイル、パルミチン酸エチルおよびイソプロピ
ル、パルミチン酸2-エチルヘキシル、パルミチン酸2-オクチルデシル、ミリスチン酸アル
キル(例えば、ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸ブチル、ミリスチン酸セチル、
またはミリスチン酸2-オクチルドデシル)、ステアリン酸ヘキシル、ステアリン酸ブチル
、ステアリン酸イソブチル、マレイン酸ジオクチル、ラウリン酸ヘキシル、ラウリン酸2-
ヘキシルデシルを言及することができる。
【００７６】
　C4～C22ジカルボン酸またはトリカルボン酸とC1～C22アルコールとのエステル、および
モノ-、ジ-、またはトリカルボン酸とC2～C26ジ、トリ、テトラ、もしくはペンタヒドロ
キシアルコールとのエステルも用いることができる。
【００７７】
　以下のものを特に言及することができる:セバシン酸ジエチル、セバシン酸ジイソプロ
ピル、アジピン酸ジイソプロピル、アジピン酸ジ-n-プロピル、アジピン酸ジオクチル、
アジピン酸ジイソステアリル、マレイン酸ジオクチル、ウンデシレン酸グリセリル、ステ
アリン酸オクトデシルステアロイル、モノリシノール酸ペンタエリスリチル、テトライソ
ノナン酸ペンタエリスリチル、テトラペラルゴン酸ペンタエリスリチル、テトライソステ
アリン酸ペンタエリスリチル、テトラオクタン酸ペンタエリスリチル、ジカプリル酸プロ
ピレングリコール、ジカプリン酸プロピレングリコール、エルカ酸トリデシル、クエン酸
トリイソプロピル、クエン酸トリイソステアリル、トリ乳酸グリセリル、トリオクタン酸
グリセリル、クエン酸トリオクチルドデシル、クエン酸トリオレイル、ジオクタン酸プロ
ピレングリコール、およびジヘプタン酸ネオペンチルグリコール。上記で言及したエステ
ルは、式(I)のエステルと異なる。
【００７８】
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　上記で言及したエステルの中で、パルミチン酸エチルおよびイソプロピル、パルミチン
酸2-エチルヘキシル、パルミチン酸2-オクチルデシル、ミリスチン酸アルキル(例えば、
ミリスチン酸イソプロピル、ブチル、セチル、もしくは2-オクチルドデシル)、ステアリ
ン酸ヘキシル、ステアリン酸ブチル、ステアリン酸イソブチル、リンゴ酸ジオクチル、ラ
ウリン酸ヘキシル、ラウリン酸2-ヘキシルデシル、イソノナン酸イソノニル、またはオク
タン酸セチルを用いることが好ましい。
【００７９】
　脂肪アルコールとして、炭素原子8から26個を含む、直鎖または分枝の、飽和または不
飽和の脂肪アルコール、例えば、セチルアルコール、ステアリルアルコール、およびこれ
らの混合物(セチルステアリルアルコール)、オクチルドデカノール、2-ブチルオクタノー
ル、2-ヘキシルデカノール、2-ウンデシルペンタデカノール、オレイルアルコール、また
はリノレイルアルコールを言及することができる。
【００８０】
　脂肪物質は、一般的に、全組成物の、0.1から50重量%、好ましくは1から30重量%、より
好ましくは2から20重量%を表す。
【００８１】
　先に指摘したように、組成物は、本発明のポリマー以外に1つまたは複数のさらなる固
定化ポリマーを含むことができる。「固定化ポリマー」の表現は、本発明の意味の範囲内
において、毛髪に形状を与え、または毛髪を所与の形状に保つのを可能にするあらゆるポ
リマーを意味すると理解される。
【００８２】
　当技術分野において用いられる、全ての陰イオン性、陽イオン性、両性、および非イオ
ン性の固定化ポリマーおよびその混合物を、本出願による組成物において用いることがで
きる。
【００８３】
　固定化ポリマーは、化粧品として許容される媒体中で可溶性であってもよく、またはこ
の同媒体中で不溶性でもよく、この場合は固体の分散またはポリマーの液体粒子(ラテッ
クスもしくは擬似ラテックス)の形態で用いられる。
【００８４】
　一般的に用いられる陰イオン性の固定化ポリマーは、カルボン酸、スルホン酸、または
リン酸から誘導される基を含むポリマーであり、約500と5000000の間の数平均分子量を有
する。
【００８５】
　カルボキシル基は、式:
【００８６】
【化２】

【００８７】
[式中、nは0から10の整数であり、A1は、nが1を超える場合、酸素またはイオウなどのヘ
テロ原子によって、不飽和基の炭素原子に、または近接するメチレン基に場合により接続
しているメチレン基を表し、R7は、水素原子、またはフェニル基もしくはベンジル基を表
し、
R8は、水素原子、または低級アルキル基もしくはカルボキシル基を表し、R9は、水素原子
、低級アルキル基、または-CH2-COOH、フェニル基もしくはベンジル基を表す]
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に相当するものなど、不飽和カルボンモノ酸またはジ酸モノマーによって提供される。
【００８８】
　前述の式において、低級アルキル基が炭素原子1から4個を有する基、特にメチル基およ
びエチル基を表すことが好ましい。
【００８９】
　本発明による好ましいカルボキシル基を含む陰イオン性固定化ポリマーは、
A)アクリル酸もしくはメタクリル酸またはこれらの塩のホモポリマーまたはコポリマー、
特にAllied Collid社がVersicol(登録商標)EもしくはKの名称で、BASFがUltrahold(登録
商標)の名称で販売している製品、Hercules社がReten421、423、もしくは425の名称でそ
のナトリウム塩の形態で販売しているアクリル酸の、およびアクリルアミドのコポリマー
、ポリヒドロキシカルボン酸のナトリウム塩。
B)場合によりポリエチレングリコールなどのポリアルキレングリコール上にグラフトされ
ており、場合により架橋されている、アクリル酸またはメタクリル酸の、モノエチレンモ
ノマー(例えば、エチレン、スチレン、ビニルエステル、アクリル酸またはメタクリル酸
エステル)とのコポリマー。このようなポリマーは、特に、仏国特許第1222944号および独
国特許出願公開第2330956号に記載されており、このタイプのコポリマーは、特にルクセ
ンブルク特許出願公開第75370号および第75371号に記載されており、またはAmerican Cya
namid社がQuadramerの名称で販売しているように、場合によりN-アルキル化されている、
および/またはヒドロキシアルキル化されているアクリルアミド単位をその鎖中に含む。
また、BASF社が販売しているUltrahold Strongなどのアクリル酸/アクリル酸エチル/N-te
rt-ブチルアクリルアミドターポリマーを言及することができる。また、アクリル酸およ
びC1～C4メタクリル酸アルキルのコポリマー、ならびにビニルピロリドン、アクリル酸、
およびC1～C20アルキル、メタクリレートの(例えば、ラウリルの、ISP社がAcrylidone(登
録商標)LMの名称で販売している製品など)ターポリマー、ならびにメタクリル酸/アクリ
ル酸エチル/アクリル酸tert-ブチルターポリマー(例えば、BASF社がLuvimer(登録商標)10
0Pの名称で販売している製品)を言及することができる。
　Amerchol社がAmerhold(登録商標)DR25の名称で販売している、水性分散液のメタクリル
酸/アクリル酸/アクリル酸エチル/メタクリル酸メチルコポリマーも言及することができ
る。
　C)クロトン酸コポリマー、例えば、その鎖中に酢酸ビニルまたはプロピオン酸ビニル単
位を含むもの、および場合により他のモノマー、例えばアリルエステルまたはメタリルエ
ステル、少なくとも5個の炭素原子を含むものなど長い炭化水素鎖を有する直鎖または分
枝の飽和カルボン酸のビニルエーテルまたはビニルエステル、これらのポリマーは、場合
によりグラフトされ、または架橋され、あるいは代替的に別のビニル、アリル、またはα
-もしくはβ-環状カルボン酸のメタリルエステルモノマーであることが可能である。この
ようなポリマーは、とりわけ、仏国特許第1222944号、第1580545号、第2265782号、第226
5781号、第1564110号、および第2439798号に記載されている。このクラスに該当する市販
製品は、National Starch社が販売しているResin28-29-30、26-13-14、および28-13-10で
ある。
　D)以下から選択される、C4～C8モノ不飽和カルボン酸または無水物のコポリマー:
-(i)1つまたは複数のマレイン酸、フマル酸、もしくはイタコン酸、または無水物、なら
びに(ii)ビニルエステル、ビニルエーテル、ハロゲン化ビニル、フェニルビニル誘導体、
アクリル酸およびそのエステルから選択される少なくとも1つのモノマーを含むコポリマ
ーであって、これらのコポリマーの無水物官能基は場合によりモノエステル化またはモノ
アミド化されている。このようなポリマーは、特に、米国特許第2047398号、第2723248号
、および第2102113号、ならびに英国特許第839805号に記載されている。市販製品は、特
に、ISP社がGantrez(登録商標)ANまたはESの名称で販売しているものである;
-(i)1つまたは複数の無水マレイン酸、シトラコン酸、またはイタコン酸単位、および(ii
)その鎖に1つまたは複数のアクリルアミド、メタクリルアミド、α-オレフィン、アクリ
ル酸もしくはメタクリル酸エステル、アクリル酸もしくはメタクリル酸、またはビニルピ
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ロリドン基を場合により含むアリルまたはメタリルエステルから選択される1つまたは複
数のモノマーを含むコポリマーであって、これらのコポリマーの無水官能基は、場合によ
り、モノエステル化またはモノアミド化されている。
　これらのポリマーは、例えば、本出願人による仏国特許第2350384号および第2357241号
に記載されている。
　E)カルボキシル基を含むポリアクリルアミド。
　F)スルホン酸基を含むホモポリマーおよびコポリマー、例えば、本発明の分枝状スルホ
ポリエステルとは異なる、ビニルスルホン、スチレンスルホン、ナフタレンスルホン、ま
たはアクリルアミドアルキルスルホン単位を含むポリマー。
【００９０】
　これらのポリマーは、特に以下から選択することができる:
-約1000と100000の間の分子量を有するポリビニルスルホン酸塩、さらにはアクリル酸ま
たはメタクリル酸およびこれらのエステルなど、不飽和のコモノマーとのコポリマー、さ
らにはアクリルアミドまたはその誘導体、ビニルエーテル、およびビニルピロリドン;
-ナトリウム塩などの、ポリスチレンスルホン酸塩、例えば、National StarchがFlexan(
登録商標)500およびFlexan(登録商標)130などの名称で販売しているもの。これらの化合
物は仏国特許第2198719号に記載されている;
-ポリアクリルアミドスルホン酸塩、例えば、米国特許第4128631号において言及されてい
るもの、より詳しくは、HenkelがCosmedia Polymer HSP 1180の名称で販売しているポリ
アクリルアミドエチルプロパンスルホン酸。
【００９１】
　本発明に従って用いることができる別の陰イオン性固定化ポリマーとして、Noveon社が
Fixate G-100の名称で販売している、分枝ブロック陰イオン性ポリマーを言及することが
できる。
【００９２】
　本発明によると、陰イオン性固定化ポリマーは、アクリル酸の、またはアクリル酸エス
テルのコポリマー、例えば、特に、BASF社がUltrahold(登録商標)Strongの名称で販売し
ている、アクリル酸/アクリル酸エチル/N-tert-ブチルアクリルアミドターポリマー;クロ
トン酸から誘導されるコポリマー、例えば、特に、National Starch社がResin28-29-30の
名称で販売している、酢酸ビニル/安息香酸tert-ブチルビニル/クロトン酸ターポリマー
およびクロトン酸/酢酸ビニル/ネオドデカン酸ビニルターポリマー;マレイン酸、フマル
酸、もしくはイタコン酸、またはビニルエステル、ビニルエーテル、ハロゲン化ビニル、
フェニルビニル誘導体、およびアクリル酸との無水物、ならびにこれらのエステルから誘
導されるポリマー、例えば、ISP社がGantrez(登録商標)の名称で販売しているメチルビニ
ルエーテル/モノエステル化無水マレイン酸コポリマー;Rohm Phrma社がEudragit(登録商
標)Lの名称で販売している、メタクリル酸の、およびメタクリル酸メチルのコポリマー;B
ASF社がLuvimer(登録商標)MAEXまたはMAEの名称で販売しているメタクリル酸の、および
アクリル酸エチルのコポリマー;BASF社がLuviset CA 66の名称で販売している酢酸ビニル
/クロトン酸コポリマー;BASF社がAristoflex(登録商標)Aの名称で販売しているポリエチ
レングリコールとグラフトされている酢酸ビニル/クロトン酸コポリマー;ならびにNoveon
社がFixate G-100の名称で販売しているポリマーから選択されることが好ましい。
【００９３】
　上記で言及した陰イオン性固定化ポリマーの中で、ISP社がGantrez(登録商標)ES 425の
名称で販売しているモノエステル化メチルビニルエーテル/無水マレイン酸コポリマー、B
ASF社がUltrahold(登録商標)Strongの名称で販売しているアクリル酸/アクリル酸エチル/
N-tert-ブチルアクリルアミドターポリマー、Rohm Pharma社がEudragit(登録商標)Lの名
称で販売しているメタクリル酸の、およびメチルメタクリレートのコポリマー、National
 Starch社がResin28-29-30の名称で販売している酢酸ビニル/安息香酸tert-ブチルビニル
/クロトン酸ターポリマー、およびクロトン酸/酢酸ビニル/ビニルネオドデカノエートタ
ーポリマー、BASFがLuvimer(登録商標)MAEXまたはMAEの名称で販売しているメタクリル酸
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の、およびエチルアクリレートのコポリマー、ISP社がAcrylidone(登録商標)LMの名称で
販売しているビニルピロリドン/アクリル酸/ラウリルメタクリレートターポリマー、なら
びにNoveon社がFixate G-100の名称で販売しているポリマーを、本発明の状況内で用いる
のがより特に好ましい。
【００９４】
　本発明に従って用いることができる陽イオン性フィルム形成性固定化ポリマーは、ポリ
マー鎖の部分を形成し、またはそれに直接付着している1級、2級、3級、および/または4
級アミン基を含み、500と約5000000の間、好ましくは1000と3000000の間の分子量を有す
るポリマーから選択されることが好ましい。
【００９５】
　これらのポリマーの中で、より詳しくは、以下の陽イオン性ポリマーを言及することが
できる:
(1)アクリル酸またはメタクリル酸エステルまたはアミドに由来し、以下の式:
【００９６】

【化３】

【００９７】
[式中、
R3は、水素原子またはCH3基を表し、
Aは、炭素原子1から6個を含む直鎖または分枝のアルキル基、または炭素原子1から4個を
含むヒドロキシアルキル基であり、
R4、R5、およびR6は、同一でも、または異なってもよく、炭素原子1から18個を有するア
ルキル基、またはベンジル基を表し、
R1およびR2は、同一でも、または異なってもよく、各々水素原子、または炭素原子1から6
個を有するアルキル基を表し、
Xは、メトサルフェート陰イオン、または塩素もしくは臭素などのハロゲン化物を表す]
の単位を少なくとも1つ含む、ホモポリマーまたはコポリマー。
　ファミリー(1)のコポリマーは、アクリルアミド、メタクリルアミド、ジアセトンアク
リルアミド、窒素上を低級(C1～4)アルキル基で置換したアクリルアミドおよびメタクリ
ルアミド、アクリル酸もしくはメタクリル酸またはそれらのエステルから誘導される基、
ビニルピロリドンまたはビニルカプロラクタムなどのビニルラクタム、ならびにビニルエ
ステルのファミリーから選択することができるコモノマーから誘導される1つまたは複数
の単位も含む。
　したがって、ファミリー(1)のこれらのコポリマーの中で、以下を言及することができ
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る;
-アクリルアミドの、および硫酸ジメチルまたはハロゲン化ジメチルで4級化されているジ
メチルアミノエチルメタクリレートのコポリマー、例えば、Hercules社がHercofloc(登録
商標)の名称で販売している製品;
-アクリルアミドの、およびメタクリロイロキシエチルトリメチルアンモニウムクロライ
ドのコポリマー、例えば、欧州特許出願公開第080976号に記載され、Ciba Geigy社がBina
 Quat P 100の名称で販売しているもの;
-アクリルアミドの、およびメタクリロイロキシエチルトリメチルアンモニウムメトサル
フェートのコポリマー、例えば、Hercules社がRetanの名称で販売している製品;
-4級化されている、または非4級化のビニルピロリドン/ジアルキルアミノアルキルアクリ
レートまたはメタクリレートコポリマー、例えば、ISP社が「Gafquat(登録商標)」の名称
で販売している製品、例えば、「Gafquat (登録商標)734」もしくは「Gafquat(登録商標)
755」、」または代替的に「Copolymer(登録商標)845、958、および937」として知られて
いる製品。これらのポリマーは、仏国特許第2077143号および第2393573号に詳しく記載さ
れている;
-ビニルピロリドン単位を含む脂肪鎖ポリマー、例えば、ISP社がStyleze W20およびStyle
ze W10の名称で販売している製品;
-ジメチルアミノエチルメタクリレート/ビニルカプロラクタム/ビニルピロリドンターポ
リマー、例えばISP社がGaffix VC 713の名称で販売している製品;
-4級化されているビニルピロリドン/ジメチルアミノプロピルメタクリルアミドコポリマ
ー、例えば、ISP社が「Gafquat(登録商標)HS 100」の名称で販売している製品、ならびに
-Allied ColloidsがSalcare SC95またはSC96の名称で販売している、ジアルキルアミノア
ルキルメタクリレートの4級化ホモポリマー。
　(2)4級アンモニウムを含むことが好ましい、非セルロース性の陽イオン性多糖、例えば
、米国特許第3589578号および第4031307号に記載されているものなど、トリアルキルアン
モニウム陽イオン性基を含むグアーゴムなど。このような製品は、特に、Meyhall社がJag
uar C13 S、Jaguar C15、およびJaguar C17の商品名で販売している。
　(3)ビニルピロリドンの、およびビニルイミダゾールの、4級コポリマー。
　(4)キトサンまたはその塩;用いることができる塩は、特に、キトサン酢酸塩、乳酸塩、
グルタミン酸塩、グルコン酸塩、またはピロリドンカルボン酸塩である。
　これらの化合物の中で、Aber Technologies社がKytan Brut Standardの名称で販売して
いる脱アセチル化度90.5重量%を有するキトサン、およびAmerchol社がKytamer(登録商標)
PCの名称で販売しているキトサンピロリドンカルボキシレートを言及することができる。
　(5)セルロースの、または4級アンモニウムを含む水溶性モノマーとグラフトされている
セルロース誘導体のコポリマーなどの、特に米国特許第4131576号に開示されている、陽
イオン性セルロース誘導体、例えば、ヒドロキシアルキルセルロース、例えば、特にメタ
クリロイロキシエチルトリメチルアンモニウム、メタクリルアミドプロピルトリメチルア
ンモニウム、またはジメチルジアリルアンモニウム塩とグラフトされているヒドロキシメ
チル-、ヒドロキシエチル-、またはヒドロキシプロピルセルロース。
【００９８】
　この定義に対応して販売されている製品は、より詳しくは、National Starch社が「Cel
quat L 200」および「Celquat H 100」の名称で販売している製品である。
【００９９】
　本発明に従って用いることができる両性固定化ポリマーは、ポリマー鎖中に無作為に分
布している単位BおよびCを含むポリマーから選択することができ、Bは少なくとも1つの塩
基性窒素原子を含むモノマーから誘導される単位を表し、Cは1つまたは複数のカルボキシ
ル基またはスルホン酸基を含む酸モノマーから誘導される単位を表し、または代替的にB
およびCは、カルボキシベタインまたはスルホベタイン双性イオン性モノマーから誘導さ
れる基を表すことができる。
【０１００】
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　BおよびCは、1級、2級、3級、または4級アミン基を含む陽イオン性ポリマー鎖を意味す
ることもでき、少なくとも1つのアミン基は、炭化水素基によって接続しているカルボキ
シル基またはスルホン酸基を有し、または代替的にBおよびCは、カルボキシル基の1つが1
つまたは複数の1級または2級アミン基を含むポリアミンと反応するようになされているα
,β-ジカルボン酸エチレン単位を含むポリマーの鎖の部分を形成する。
【０１０１】
　より特に好ましい、上記に示した定義に相当する両性の固定化ポリマーは、以下のポリ
マーから選択される:
　(1)酢酸ビニル単位および塩基性ビニル単位を有するコポリマー、例えば、カルボキシ
ル基を有するビニル化合物から誘導されるモノマーの共重合に起因するもの(例えば、よ
り詳しくは、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、α-クロロアクリル酸)、ならびに
少なくとも1つの塩基性原子を含む置換されているビニル化合物から誘導される塩基性モ
ノマー(例えば、より詳しくは、ジアルキルアミノアルキルメタクリレートおよびアクリ
レート、ジアルキルアミノアルキルメタクリルアミドおよび-アクリルアミド)。このよう
な化合物は、米国特許第3836537号に記載されている。
　(2)a)窒素原子上がアルキル基で置換されているアクリルアミドおよびメタクリルアミ
ドから選択される少なくとも1つのモノマーと、
b)1つまたは複数の反応性カルボキシル基を含む少なくとも1つの酸性コモノマー、ならび
に
c)少なくとも1つの塩基性コモノマー、例えば、アクリル酸およびメタクリル酸の1級、2
級、3級、および4級アミン置換基を含むエステル、ならびにジメチルアミノエチルメタク
リレートのジメチルまたはジエチル硫酸との4級化の生成物
から誘導される単位を含むポリマー。
　本発明によれば、より特に好まれる、N-置換されているアクリルアミドまたはメタクリ
ルアミドは、アルキル基が2から12個の炭素原子を含む化合物、より詳しくは、N-エチル
アクリルアミド、N-tert-ブチルアクリルアミド、N-tert-オクチルアクリルアミド、N-オ
クチルアクリルアミド、N-デシルアクリルアミド、N-ドデシルアクリルアミド、および対
応するメタクリルアミドである。
　酸性コモノマーは、より詳しくは、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、イタコン
酸、マレイン酸、およびフマル酸、ならびに、炭素原子を1から4個有する、マレイン酸も
しくはフマル酸または無水物のアルキルモノエステルから選択される。
　好ましい塩基性コモノマーは、アミノエチル、ブチルアミノエチル、N,N'-ジメチルア
ミノエチル、およびN-tert-ブチルアミノエチルメタクリレートである。
　そのCTFA(第4版、1991年)名がオクチルアクリルアミド/アクリレート/ブチルアミノエ
チルメタクリレートコポリマーであるコポリマー、例えば、National Starch社がAmphome
r(登録商標)またはLovocryl(登録商標)47の名称で販売している製品が特に用いられる。
　(3)一般式:
【０１０２】
【化４】

【０１０３】
[式中、R10は、飽和ジカルボン酸、エチレン二重結合を含む脂肪族モノ-もしくはジカル
ボン脂肪酸、炭素原子1から6個を有する、これらの酸の低級アルカノールのエステルから
誘導される2価の基、または前記酸のあらゆる1つを、ビス(1級)、もしくはビス(2級)アミ
ンに加えることから誘導される基を表し、Zは、ビス(1級)、モノ-またはビス(2級)ポリア
ルキレン-ポリアミンから誘導される基を表し、好ましくは
a)60から100モル%の比率で、基:
【０１０４】



(20) JP 2010-143902 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

【化５】

【０１０５】
[式中、x=2、およびp=2もしくは3であり、または代替的にx=3およびp=2であり、
この基はジエチレントリアミンに、トリエチレンテトラアミンに、またはジプロピレント
リアミンから誘導される]
b)0から40モル%の比率の、x=2およびp=1であり、エチレンジアミンから誘導される上記の
基(X)、またはピペラジンから誘導される基:
【０１０６】
【化６】

【０１０７】
c)0から20モル%の比率の、ヘキサメチレンジアミンから誘導される-NH-(CH2)6-NH-基
を表し、
これらのポリアミノアミドは、ポリアミノアミドのアミン基1個あたり0.025から0.35モル
の架橋剤を用いてエピハロヒドリン、ジエポキシド、ジアンヒドリド、およびbis-不飽和
誘導体から選択される2官能性の架橋剤の付加反応によって架橋されており、アクリル酸
、クロロ酢酸、もしくはアルカンスルトン、またはこれらの塩の作用によってアシル化さ
れている]
のポリアミノアミドから部分的または完全に誘導される、架橋されており、アシル化され
ているポリアミノアミド。
　飽和カルボン酸は、炭素原子6から10個を有する酸、例えば、アジピン酸、2,2,4-トリ
メチルアジピン酸、および2,4,4-トリメチルアジピン酸、テレフタル酸、エチレン2重結
合を含む酸、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、およびイタコン酸から選択されること
が好ましい。
　アシル化に用いられるアルカンスルトンはプロパンスルトンまたはブタンスルトンであ
ることが好ましく、アシル化剤の塩はナトリウム塩またはカリウム塩であることが好まし
い。
　(4)式:
【０１０８】

【化７】

【０１０９】
[式中、R11は、重合可能な不飽和基、例えば、アクリレート、メタクリレート、アクリル
アミド、またはメタクリルアミド基を表し、yおよびzは、1から3の整数を表し、R12およ
びR13は、水素原子、メチル、エチル、またはプロピル基を表し、R14およびR15は、水素
原子、またはR14およびR15における炭素原子の合計が10を超えないようなアルキル基を表
す]
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　このような単位を含むポリマーは、非双性イオン性モノマーから誘導される単位、例え
ば、ジメチル-もしくはジエチルアミノエチルアクリレートもしくはメタクリレート、ま
たはアルキルアクリレートもしくはメタクリレート、アクリルアミドもしくはメタクリル
アミド、または酢酸ビニルも含むことができる。
　例として、メチルメタクリレート/メチルジメチルカルボキシメチルアンモニオエチル
メタクリレート(methyl dimethylcarboxymethylammonioethyl methacrylate)のコポリマ
ー、例えば、Sandoz社がDiaformer Z301の名称で販売している製品を言及することができ
る。
　(5)以下の式:
【０１１０】
【化８】

【０１１１】
に相当するモノマー単位を含む、キトサンから誘導されるポリマーであって、単位(D)は
、0と30%の間の比率で存在し、単位(E)は5%と50%の間の比率で、単位(F)は30%と90%の間
の比率で存在し、この単位(F)においてR16は式:
【０１１２】
【化９】

【０１１３】
[式中、q=0である場合、R17、R18、およびR19は同一でも、または異なっていてもよく、
各々、水素原子、メチル、ヒドロキシル、アセトキシ、もしくはアミノ残基、場合により
1つまたは複数の窒素原子によって割り込まれている、および/または場合により1つもし
くは複数のアミン、ヒドロキシル、カルボキシル、アルキルチオ、もしくはスルホン酸基
で置換されているモノアルキルアミン残基もしくはジアルキルアミン残基、アルキル基が
アミノ残基を有するアルキルチオ残基を表し、この場合R17、R18、およびR19基の少なく
とも1つは水素原子であり、
　あるいは、q=1である場合、R17、R18、およびR19は各々水素原子、およびこれらの化合
物が塩基または酸と形成する塩を表す]
の基を表すことが理解される。
　(6)例えば、仏国特許第1400366号に記載されている、一般式(V):
【０１１４】
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【化１０】

【０１１５】
[式中、R20は、水素原子、CH3O、CH3CH2O、またはフェニル基を表し、R21は、水素原子、
またはメチルもしくはエチルなどの低級アルキル基を表し、R22は、水素原子、またはメ
チルもしくはエチルなどのC1～6低級アルキル基を表し、R23は、C1～6低級アルキル基、
例えば、メチルもしくはエチルもしくは式-R24-N(R22)2に相当する基を表し、[R24は-CH2
-CH2-、-CH2-CH2-CH2-、または-CH2-CH(CH3)-基を表し、R22は上記に記載した意味を有す
る]]
に対応する単位を有するポリマー。
　(7)キトサンのN-カルボキシアルキル化から誘導されるポリマー、例えば、N-カルボキ
シメチルキトサン、またはJan Dekker社が「Evalsan」の名称で販売しているN-カルボキ
シブチルキトサン。
　(8)以下から選択される-D-X-D-Xタイプの両性ポリマー:
a)クロロ酢酸またはクロロ酢酸ナトリウムの、少なくとも1単位の式:
-D-X-D-X-D- (VI)
[式中、Dは、基:
【０１１６】
【化１１】

【０１１７】
を表し、
Xは、記号EまたはE'を表し、EまたはE'は、同一でもまたは異なっていてもよく、主鎖中
に炭素原子を最高7個含む直鎖または分枝の鎖を有するアルキレン基である2価の基を表し
、非置換でも、ヒドロキシル基で置換されていてもよく、酸素、窒素、およびイオウ原子
の他に1から3個の芳香環および/または複素環を含むことができ、酸素、窒素、およびイ
オウ原子は、エーテル、チオエーテル、スルホキシド、スルホン、スルホニウム、アルキ
ルアミンもしくはアルケニルアミン基、ヒドロキシル、ベンジルアミン、アミンオキシド
、4級アンモニウム、アミド、イミド、アルコール、エステル、および/またはウレタン基
の形態で存在する]
を含む化合物に対する作用によって得られるポリマー;
b)式:
-D-X-D-X- (VI')
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[式中、Dは、基
【０１１８】
【化１２】

【０１１９】
を表し、
Xは、記号EまたはE'を、少なくとも1回はE'を表し、Eは、上記に示した意味を有し、E'は
、主鎖中に炭素原子を最高7個有する直鎖または分枝鎖を有するアルキレン基である2価の
基であり、非置換、または1つもしくは複数のヒドロキシル基で置換されており、1つまた
は複数の窒素原子を含んでおり、窒素原子は、場合により酸素原子によって割り込まれて
いるアルキル鎖で置換されており、必ず、1つもしくは複数のカルボキシル官能基、また
は1つもしくは複数のヒドロキシル官能基を含んでおり、クロロ酢酸もしくはクロロ酢酸
ナトリウムとの反応によってベタイン化されている]
のポリマー。
　(9)N,N-ジアルキルアミノアルキルアミン、例えば、N,N-ジメチルアミノプロピルアミ
ンとの半アミド化によって、またはN,N-ジアルキルアミノアルカノールとの半エステル化
によって部分的に修飾されている、(C1～C5)アルキルビニルエーテル/無水マレイン酸コ
ポリマー。これらのコポリマーは、ビニルカプロラクタムなどの他のビニルコポリマーも
含むことができる。
【０１２０】
　上記で述べた両性固定化ポリマーの中で、本発明により最も特に好ましいものは、ファ
ミリー(3)のもの、例えば、そのCTFA名がオクチルアクリルアミド/アクリレート/ブチル
アミノエチルメタクリレートコポリマーであるコポリマー、例えば、National Starch社
がAmphomer(登録商標)、Amphomer(登録商標)LV 71、またはLovocryl(登録商標)47の名称
で販売している製品、およびファミリー(4)のもの、例えば、メチルメタクリレート/メチ
ルジメチルカルボキシメチルアンモニオエチルメタクリレートのコポリマー、例えば、Sa
ndoz社がDiaformer Z301の名称で販売しているものである。
【０１２１】
　本発明に従って用いることができる非イオン性固定化ポリマーは、例えば、以下から選
択される:
-ポリアルキルオキサゾリン;
-酢酸ビニルホモポリマー;
-酢酸ビニルコポリマー、例えば、酢酸ビニルの、およびアクリル酸エステルのコポリマ
ー、酢酸ビニルの、およびエチレンのコポリマー、または酢酸ビニルの、およびマレイン
酸エステルの(例えばジブチルマレエートの)コポリマー;
-アクリル酸エステルのホモポリマーおよびコポリマー、例えば、アクリル酸アルキルの
、およびメタクリル酸アルキルのコポリマー、例えば、Rohm & Haas社がPrimal(登録商標
)AC-261 KおよびEudragit(登録商標)NE 30Dの名称で、BASF社が8845の名称で、またはHoe
chst社がAppretan(登録商標)N9212の名称で販売している製品;
-アクリロニトリルの、ならびに例えば、ブタジエンおよびアルキル(メタ)アクリレート
から選択される非イオン性モノマーのコポリマー;Rohm & Haas社がCJ 0601 Bの名称で販
売している製品を言及することができる;
-スチレンホモポリマー;
-スチレンコポリマー、例えば、スチレンの、およびアルキル(メタ)アクリレートのコポ
リマー、例えば、Hoechst社が販売している製品Mowilith(登録商標)LDM 6911、Mowilith(
登録商標)DM 611、およびMowilith(登録商標)LDM 6070、ならびにRhone-Poulenc社が販売
している製品Rhodopas(登録商標)SD 215およびRhodopas(登録商標)DS 910;スチレンの、
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アルキルメタクリレートの、およびアルキルアクリレートのコポリマー;スチレンの、お
よびブタジエンのコポリマー;またはスチレンの、ブタジエンの、およびビニルピリジン
のコポリマー;
-ポリアミド;
-ビニルラクタムホモポリマー、例えば、ビニルピロリドンホモポリマー、および、例え
ば、BASF社がLuviskol(登録商標)Plusの名称で販売しているポリビニルカプロラクタム、
ならびに
-ビニルラクタムコポリマー、例えば、BASF社がLuvitec(登録商標)VPC 55K65Wの商品名で
販売しているポリ(ビニル)ロリドン/ビニルラクタム)コポリマー、ポリ(ビニルピロリド
ン/酢酸ビニル)コポリマー、例えば、ISP社がPVPVA(登録商標)S630Lの名称で販売してい
るもの、BASF社がLuviskol(登録商標)VA73、VA64、VA55、VA37、およびVA28の名称で販売
しているもの、ならびにポリ(ビニルピロリドン/酢酸ビニル/プロピオン酸ビニル)ターポ
リマー、例えば、BASF社がLuviskol(登録商標)VAP 343の名称で販売している製品。
【０１２２】
　上記で言及した非イオン性ポリマーのアルキル基が、炭素原子1から6個を含むことが好
ましい。
【０１２３】
　本発明によれば、ポリシロキサン部分、および非シリコーン有機鎖からなる部分を含む
、グラフト化シリコーン型の固定化ポリマーを用いることも可能であり、2つの部分の1つ
はポリマーの主鎖を構成し、他方は前記主鎖上にグラフトされている。
【０１２４】
　これらのポリマーは、例えば、欧州特許出願公開第0412704号、欧州特許出願公開第041
2707号、欧州特許出願公開第0640105号および国際公開第95/00578号、欧州特許出願公開
第0582152号および国際公開第93/23009号、ならびに米国特許第4693935号、米国特許第47
28571号および米国特許第4972037号に記載されている。
【０１２５】
　これらのポリマーは、両性、陰イオン性、または非イオン性であってよく、陰イオン性
または非イオン性であることが好ましい。
【０１２６】
　このようなポリマーは、例えば、以下から形成されるモノマー混合物からのフリーラジ
カル重合によって得ることができるコポリマーである:
a)50から90重量%のtert-ブチルアクリレート、
b)0から40重量%のアクリル酸、
c)5から40重量%の式:
【０１２７】
【化１３】

【０１２８】
[式中、vは、5から700の範囲の数であり、重量パーセント値はモノマーの全重量に対して
計算されている]
のシリコーンマクロマー。
【０１２９】
　グラフト化シリコーンポリマーの他の例は、特に、チオプロピレン型の接続鎖によって
、その上にポリ(メタ)アクリル酸型の、およびポリアルキル(メタ)アクリル酸型の混合ポ
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リマー単位がグラフトされているポリジメチルシロキサン(PDMS)、ならびにチオプロピレ
ン型の接続鎖によって、その上にポリイソブチル(メタ)アクリレート型のポリマー単位が
グラフトされているポリジメチルシロキサン(PDMS)である。
【０１３０】
　言及することができる別の型のシリコーン固定化ポリマーは、BASF社が販売している製
品Luviflex(登録商標)Silkである。
【０１３１】
　官能基化されている、または非官能基化の、シリコーンまたは非シリコーンの、陽イオ
ン性、非イオン性、陰イオン性、または両性のポリウレタン、またはその混合物を、やは
り固定化ポリマーとして用いることができる。
【０１３２】
　本発明が特に意図するポリウレタンは、本出願人が所有者である、欧州特許出願公開第
0751162号、欧州特許出願公開第0637600号、欧州特許出願公開第0648485号および仏国特
許出願公開第2743297号、ならびにBASF社からの欧州特許出願公開第0656021号および国際
公開第94/03510号、ならびにNational Starch社からの欧州特許出願公開第0619111号に開
示されているものである。
【０１３３】
　本発明に特に適するポリウレタンとして、BASF社がLuviset Pur(登録商標)およびLuvis
et(登録商標)Si Purの名称で販売している製品を言及することができる。
【０１３４】
　本発明による組成物において用いられるさらなる(1つまたは複数の)固定化ポリマーの
濃度は、組成物の全重量に対して、0.1重量%と20重量%の間、好ましくは0.5重量%と10重
量%の間である。
【０１３５】
　当業者であれば、本発明の組成物の特性を妨げずに添加剤を加える方法を知っているは
ずである。
【０１３６】
　好ましくは、組成物はゲルの形態である。好ましくは、組成物の粘度は、25℃の温度お
よび1s-1のせん断速度で500cpsを超える。
【０１３７】
　本発明による組成物をエアロゾル装置中に包装する場合、これは少なくとも1つの噴射
剤を含んでおり、噴射剤は、揮発性炭化水素、例えば、N-ブタン、プロパン、イソブタン
、ペンタン、ハロゲン化炭化水素、およびこれらの混合物から選択することができる。噴
射剤として、二酸化炭素、亜酸化窒素、ジメチルエーテル(DME)、窒素、または圧縮空気
を用いることも可能である。噴射剤の混合物も用いることができる。ジメチルエーテルを
用いることが好ましい。
【０１３８】
　有利には、噴射剤は、エアロゾル装置において組成物の全重量に対して、5と90重量%の
間の濃度で、より詳しくは10と60重量%の間の濃度で存在する。
【０１３９】
　本発明による組成物は、特に、毛髪上のリーブインの適用として用いることができる。
【０１４０】
　本発明の別の一主題は、本発明による化粧用組成物の適用を含む、毛髪を成形するため
の方法である。特に、本発明は、本発明による組成物を毛髪に適用するステップと、場合
により毛髪をすすぐステップと、次いで毛髪を成形および乾燥するステップとを含むスタ
イリング方法に関する。
【０１４１】
　以下の実施例は、本発明の範囲を制限せずに本発明を説明するものである。
【実施例】
【０１４２】
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 (実施例1)
　以下の組成物を生成した。
　濃度は、組成物100gあたりの有効材料のグラムとして表す。
　AMパーセント値として
【０１４３】
【表１】

【０１４４】
　組成物を、適切なエアロゾル容器中に包装する。
　これらの組成物は、毛髪にわたって容易に分布し、良好な形状保持で前記毛髪を固定す
る。
【０１４５】
(比較実施例2)
【０１４６】
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【０１４７】
　組成物を毛髪上にスプレーする。
　ムースDは、速やかに、かつ静かに広がるが、ムースEは排出時騒々しく、液体で、その
後広がり、さらにムースEは適用時髪の房上に石鹸をつけた状態であるが、ムースDはそう
はならない。
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